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九
月
二
十
日
、
白
石
市
が
宮
城
県
内
で
は
初
め
て
「
ゆ

と
り
創
造
官
一
言
都
市
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
労
働

省
が
昨
年
か
ら
、
労
働
時
間
の
短
縮
を
は
じ
め
と
す
る
市

民
の
ゆ
と
り
創
造
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
市
を
、

「
ゆ
と
り
創
造
宣
言
都
市
」
に
指
定
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
白
石
市
を
含
む
二
十
四
市
が
新
し
く
仲
間
入
り
を
し
た

も
の
で
す
。

　
労
働
省
で
は
、
こ
の
指
定
を
受
け
て
、
十
月
九
日
に
、

学
識
経
験
者
や
労
使
代
表
な
ど
十
人
か
ら
な
る
「
ゆ
と
り

創
造
プ
ラ
ン
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
協
議
会
で

は
、
白
石
で
し
か
で
き
な
い
都
市
づ
く
り
の
プ
ラ
ン
を
検

討
し
ま
す
。
座
長
に
は
外
尾
健
一
東
北
学
院
大
学
教
授
が

選
ば
れ
、
こ
れ
か
ら
小
委
員
会
を
含
め
た
会
合
を
重
ね
て
、

今
年
度
を
め
ど
に
プ
ラ
ン
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

曽
』

ζ

○

マ

』’禰

11月11日・碧水園でプロ野球解説者の
東尾修さんを招いてrゆとり創造の集
い」が行われました

　
ゆ
と
り
は
時
代
の

　
　
　
　
　
キ
ー
ワ
ー
ド

　
今
か
ら
四
年
前
、
日
本
は
経
済
面
か

ら
見
て
、
大
き
な
転
換
期
に
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
年
、
日
本
の
一
人
当
た
り
の

国
民
総
生
産
（
G
N
P
）
は
、
ア
メ
リ

カ
を
抜
い
て
世
界
の
最
高
レ
ベ
ル
に
躍

り
出
ま
し
た
。

　
そ
の
割
に
は
、
ど
う
し
て
生
活
に
豊

か
さ
と
ゆ
と
り
が
実
感
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
私
た
ち
が
、
自
分

■
【
　
ゆ
と
り
創
造
の
集
い
に
思
う

の
生
活
を
所
得
と
い
う
量
の
物
差
し
だ

け
で
は
な
く
て
、
別
な
物
差
し
で
考
え

て
み
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
別
な
物
差
し
と
は
何
で
し
ょ
う
。
ひ

と
つ
は
、
物
価
や
地
価
、
文
化
的
環
境
、

自
然
環
境
と
い
っ
た
私
た
ち
の
身
の
回

り
の
生
活
環
境
を
考
え
た
ゆ
と
り
度
で

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
労
働
・
通
勤
時

間
、
休
暇
な
ど
の
時
間
的
ゆ
と
り
度
で
、

こ
の
二
つ
が
代
表
選
手
だ
と
思
い
ま
す
。

　世界

各
国
か
ら
の
日
本
た
た
き
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
、
時
代
の
流
れ
は
実

質
的
な
生
活
の
豊
か
さ
・
ゆ
と
り
を
求

め
る
方
向
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
．
．

ま
さ
に
「
ゆ
と
り
」
と
い
う
言
葉
は
、

今
の
時
代
を
象
徴
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

市
民
総
ぐ
る
み
の

　
　
　
　
盛
り
上
げ
を
！

　
ゆ
と
り
創
造
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成
四

年
度
か
ら
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
行
政
だ
け
で
で
き
る
も
の
で
は

●
市
長

」

井
　
貞

　
今
、
金
沢
が
お
も
し
ろ
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
高
度
経
済
成
長
期
、
北
陸
地
方
の
優
等

生
は
富
山
で
あ
っ
た
。
立
山
連
峰
か
ら
流
れ
落
ち

る
急
流
を
利
用
し
た
水
力
発
電
が
低
廉
な
電
力
を

生
み
、
こ
れ
を
利
用
し
て
重
厚
長
大
型
の
産
業
が

発
展
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
比
し
て
金
沢
は
、
絹
織
物
か
ら
出
発
し

た
合
繊
工
業
や
、
機
械
工
業
が
主
力
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
代
表
的
な
輸
出
産
業
で
あ
っ
た
繊
維
工

業
は
、
韓
国
な
ど
の
新
興
工
業
国
群
の
追
い
上
げ

や
若
年
労
働
力
の
不
足
に
よ
っ
て
、
構
造
的
な
不

況
に
陥
り
、
金
沢
は
よ
そ
者
を
受
け
入
れ
な
い
最

も
閉
鎖
的
な
都
市
で
あ
る
、
と
い
う
評
価
を
受
け

た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
、
石
川
県
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
は

新
産
都
市
の
指
定
運
動
や
、
中
央
資
本
の
工
場
誘

致
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
金
沢
文
化
の
誇
り
が

そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
三
代

藩
主
前
田
利
常
以
来
、
藩
の
政
策
に
よ
っ
て
創
造

さ
れ
て
き
た
文
化
は
、
前
田
藩
の
持
つ
ゆ
と
り
の

産
物
で
あ
っ
た
。
人
々
は
、
固
有
の
金
沢
文
化
を

磨
き
に
磨
き
あ
げ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
具

体
的
に
は
加
賀
友
禅
、
九
谷
焼
、
加
賀
蒔
絵
や
加

賀
宝
生
で
あ
る
。
更
に
、
加
賀
料
理
と
い
う
独
特

の
食
文
化
ま
で
生
み
出
し
て
き
た
。

　
更
に
金
沢
市
に
は
旧
制
四
高
以
釆
の
伝
統
を
持

つ
金
沢
大
学
を
始
め
、
多
く
の
大
学
が
立
地
し
て

お
り
、
文
化
の
集
積
と
技
術
と
良
質
の
労
働
力
に

よ
っ
て
、
金
沢
周
辺
に
は
ハ
イ
テ
ク
企
業
が
続
々

と
進
出
し
始
め
て
い
る
。
ゆ
と
り
と
文
化
が
呼
び

寄
せ
た
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
集
積
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
今
、
ゆ
と
り
創
造
は
労
働
時
間
の
短
縮
と
い
う

面
か
ら
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
真
の
ゆ

と
り
創
造
と
は
、
労
働
時
間
を
短
縮
し
て
得
た
時

間
で
自
ら
の
文
化
を
創
造
し
て
い
く
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
の
文
化
と
は
、
超
一

流
の
芸
術
や
芸
能
だ
け
で
な
く
、
生
活
に
密
着
し

た
も
の
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

　
過
日
、
京
都
を
訪
れ
、
素
晴
し
い
経
験
を
さ
せ

て
も
ら
っ
た
。
京
都
食
文
化
の
粋
と
言
わ
れ
る
大

市
（
だ
い
い
ち
）
で
す
っ
ぽ
ん
料
理
を
堪
能
し
た

後
、
南
座
の
顔
見
世
興
行
を
三
階
の
天
井
桟
敷
で

見
た
。
オ
ペ
ラ
グ
ラ
ス
か
ら
覗
く
、
片
岡
孝
夫
の

　
　
　
　
　
　
せ
き
も
り

富
樫
は
情
け
あ
る
関
守
の
表
情
を
見
事
に
写
し
出

し
て
い
た
し
、
朗
朗
と
勧
進
帳
を
読
み
上
げ
最
後

に
六
方
を
踏
む
松
本
幸
四
郎
の
演
技
は
感
動
的
で

す
ら
あ
っ
た
。
芸
の
余
韻
を
楽
し
み
な
が
ら
、
そ

ぞ
ろ
歩
く
河
原
町
か
ら
四
条
通
り
は
、
晶
子
の

　　　罎覇畷～

斗墾鳳
かりと受け継がれ

づ
、
、

　　了マ血

熱
，

尊
、
「
ガ

あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
行
政
は
、
社
会
資

本
の
整
備
や
文
化
・
自
然
環
境
の
整
備

な
ど
の
事
業
を
お
こ
な
い
ま
す
。
し
か

し
、
例
え
ば
労
働
時
間
の
短
縮
は
、
企

業
の
方
に
考
え
て
い
た
だ
ノ
、
課
題
で
す
。

ま
た
ご
家
庭
で
は
生
活
時
間
や
余
暇
時

聞
を
い
か
に
有
効
に
使
う
か
と
い
う
二

と
を
考
え
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
自
石
市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
心
か

ら
思
え
る
よ
う
な
「
く
ら
し
日
本
↓
の

ま
ち
」
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
↓
緒
に
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
．
、

「
こ
よ
ひ
逢
ふ
人
み
な
う
つ
く
し
き
」
の
風
情
を

湛
え
て
い
た
。

　
し
か
し
、
こ
れ
は
一
生
に
一
度
か
二
度
し
か
訪

れ
な
い
「
晴
」
の
日
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
毎
日

を
我
々
は
送
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
「
歓
楽
極
ま

っ
て
哀
感
を
知
る
」
程
の
境
地
は
漢
の
武
帝
な
ら

い
ざ
知
ら
ず
、
我
々
凡
人
の
求
む
べ
き
と
こ
ろ
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
大
市
の
料
理
は

更
に
贅
美
で
あ
り
、
孝
夫
・
幸
四
郎
の
芸
の
応
酬

は
江
戸
文
化
の
粋
を
彷
彿
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　
よ
く
、
加
賀
宝
生
を
表
現
す
る
の
に
「
謡
が
空

か
ら
降
っ
て
く
る
」
と
い
う
。
そ
れ
は
、
庭
師
が

木
に
登
っ
て
仕
事
を
し
な
が
ら
、
謡
を
謡
っ
て
い

る
と
い
う
意
味
だ
そ
う
だ
。

　
労
働
時
間
を
短
縮
し
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
出

た
ゆ
と
り
の
中
か
ら
我
々
が
創
造
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
日
常
の
「
褻
」
の
日
の
文
化
で
あ

り
、
そ
の
多
様
性
と
集
積
こ
そ
が
、
来
る
べ
き
世

紀
の
扉
を
開
く
鍵
と
な
る
に
違
い
な
い
。

3
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（9）職員手当の状況（平成3年4月1日現在）

区分

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退

職

手

当

白　石　市

‘2年度支給割合）

　期末手当　勤勉手当

6月期
　1．6月分0．6月分

12月期

　2．0月分　0．6月分

3月期
　0．55月分　一月分

計4．15月分1．2月分

職制上の段階、職務の級

等による加算措置　有

（支給率）

　自己都合　勧奨・定年

勤続20年

21．0月分28．875月分

勤続25年

33．75月分　44．55FI分

勤続35年

47．5月分　62．7月分

最高限度額

60．0月分　62．7月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

　（2％～21）％加算）

退職時特別昇給

勤続20年以上　1号俸

1人当たり平均支給額

　　　21，094千円

国

（2年度支給割合）

　期末手当　勤勉手当

6月期
　1．6月分　0．6月分

12月期

　2．0月分　0．6月分

3月期
　0．55月分　一月分

計4．15月分1．2月分

職制上の段階、職務の級

等による加算措置　有

（支給率）

　自己都合　勧奨・定年

勤続20年

21．0月分　28．875月分

勤続25年

33．75月分　44．55月分

勤続35年

47．5月分　　62．7月分

最高限度額

60．O月分　62．7月分

その他の加算措置

定年前早期退職特例措置

　（2％～20％加算）

退職時特別昇給　1号俸

（注）退職手当の1入当た酔）平均支給額は、前年度に退職した全職

　種に係る職員に支給された平均額である。

分区

特
殊
勤
務
手
当
（
平
成
2
年
度

職員全体に占

める手当支給
職員の割合

支給対象職員

1人当たり平

均支給年額

手当の種類
（手当数）

代
表
的
な
手
当
の
名
称

支
給
額
の
多
い
手
当

多
！
・
の
職
員
に
支
給

さ
れ
て
い
る
手
当

全　職　 種

16．4％

33，695円

9種類

速記事務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

特別勤務職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

市税事務従事職員の特殊勤務手当

社会福祉業務従事職員の特殊勤務手当

保健指導業務従事職員の特殊勤務手当

時
間
外
勤
務
手
当

2年度

元年度

支給総額
職員1人当たり支給年額

支給総額
職員1人当たり支給年額

61，068千円

171千円

59，185千円

163千円

区
分

扶
養
手
当

住

居

手

当

｝
胆

勤

手

当

内 容

1、配偶者　　16，000円

2，配偶者以外の扶養親族

ア。2入まで、それぞれ4，500円

イ，3入目から1入につき1，000円

（配偶者のない場合にあっては、

そのうち1人につき！0，500円）

1．借家、借間に居住している職員

ア，月額21，000円以下の家賃を支

払っている職員　　11，000円

イ，月額21，000円を超える家賃を

支払っている職員

　　　家賃一21，000円1〔），000円十　　　　　　　で

　　　　223，000円を限度

2，自宅に居住している職員

1，1）00円（新築、購入した住居に

あっては、新築、購入の日から

起算して5年を経過するまでの

間は2，500円）

1．交通機関等の利用者

1カ月に要する運賃等の相当額

ただし、その額が30，0α）円を超

えるときは

　　　30，000円を超える額
30、α）0円十

　　　　　2
で35、000円を限度

2、交通用具の使用者

ア、自転車使用者

使用距離（片道2㎞以上）によ

り2，000円～14，600円

イ，原動機付自転車及ひ自動二輪

車、普通自動車の使用者

使用距睡（片道2㎞以上）によ

り2、OOO円～17，000円

制
の
同

の
と

国
度
異

同じ

同じ

一部

異なる

国の制度と

異なる内容

2．交通用具使

用者のうち自転

車使用者は国の

制度と同じであ

るが、原動機付

自転車及び自動

二輪車、普通自

動車の使用者に

ついては使用距

離1片道21qn以

上ナにより2，000

円～17，1）1）1）円と

1、ている。

（1）人件費の状況（普通会計決算）

区分住民基柏脚歳出額A実質収支獺Bノ欝脾翌智智鰍本白
　　13・3・31現在）
　　　42，258へ
　　　　　　　　　干円
　　　　　　　12，093．003　　　　　　　　　　　　刊11
　　　　　　　　　　　348．789　　　　　　　　　　　　　　　千円
　　　　　　　　　　　　　　2，334，8222年度

（注）尺件費には特別職に支給される給料、報酬等を含む，

〔2）職員給与費の状況（普通会計の当初予算）

19．3　　　　　　20、4

区分

3年度

職員数A

356

代

岱
ロ系 与 費

給料
　干円
1．080．601

職員手当

　干円
133，226

購働勉手当

　干円
520，708

（注）職員手当には退職手当を含まない。

（3）特別職の報酬等の状況（平成3年4月1日現在）

計B
円
　
5

千
5
3

　
　
誕

　
　
　
［
〆

1人当たり給与費
　（B／A）

千円

4，872

区　分

市　長

助　役

収入役

議　長

長議百
田

議　員

給料月額等
給料　867，000円

〃　　698，000円

〃　　620，000円

報酬　404，000円

〃　　336，000円

〃　　315，000円

期末　 勤勉手当
（3年度支給割合）

　　　　　期末手当
　6月期　　　2．2月分
　12月期　　　2．6月分
　3月期　　　0．55月分
　　計　　5．35月分

6月期　　　1．6月分

12月期　　　2．0月分

3月期　　　0．55月分

計　　　 4．15月分

石
市
職
員
給
与
の
あ
ら
ま
し

市
の
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
に
お
け
る
予
算

給
与
条
例
審
議
の
際
に
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
の

ま
か
ら
一
層
の
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
お

せ
し
ま
す
。

（4）職員の初任給の状況（平成3年4月1日現在）

区 分

一般行政職
大学卒

高校卒

自　石　 市

決定初任給

143，100円

117，300円

採用2年経過

日給料額
157，200円

125，600円

宮　 城　 県

初任給
149，900円

121，200円

採用2年経過

日給料額
167，700円

130，800円

国

初任給
143，100円

117，300円

採用2年経過

日給料額
157，200円

125，600円

（5）職員の平均給料月額・平均給与月額及び平均年齢の状況（平成3年4月1日現在）

〔注）平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、通勤手当、住居手当、管理職手当、時間外勤務手当、特殊勤務手当、宿日直手当を加えたものである。

（6）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

　　　　　　　　（平成3年4月1日現在）　　（7）一般行政職の昇給期間短縮の状況

　　　　　　　　　　　　　　　38．9歳　　国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　49．0歳宮城県
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47．1歳白石市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均年齢
区　　分　　　　　　　　　般　行　政　職　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技　能　労　務　職

　　　　　平均給料月額　　　　　　　　　平均給与月額　　　　　　　　　　　　　　　平均年齢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均給料月額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均給与月額
　　　　　255，700円　　　　　　　　　　　　　　　38。0歳　　　　　　　　　　282，300円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　214，900円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　248，500円
　　　　　275，149円　　　　　　　　　　332，389円　　　　　　　　　　　　　　　38．1歳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　297，994円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　346，586円
　　　　　263，949円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　245、328円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48、0歳

区 分

一般行政職
大学卒

高校卒

経験年数10年

211，800円

172，500円

経験年数20年

315，200円

278，200円

年度区分

2年度

職員数A

263人
1注）経験年数とは、採用前に民間企業等に勤務した期間がある場
　含は、その期間を換算し、採用後の勤務期間に加算した年数
　である。

（8）一般行政職の等級別職員数の状況（平成3年4月1日現在）

昇給期間を短縮して
昇給した職員数B

39人

比　率
（B／A）

14．8％

区　　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

参
考

1年前の

構成比
5年前の

構成比

8級
課長・局長・

参事・所長

20人

7．6％

8．7％

9．0％

7級
課長補佐・次
長・王幹・所長

15人

5．7％

2．7％

％4り
0

6級
課長補佐・次
長・王幹・所長

18人

6．8％

8．7％

8．6％

5級
係長・主任・

王査

45人

17．1％

16．0％

6．4％

4級
任主長

査
係
主

52人

19．7％

17．9％

16．8％

級

主事・技師・

書記

55人

20．8％

22．4％

25．5％

2級
主事・技師・

書記

42人

15．9％

17．1％

25．8％

1級
主事・技師・

書記

17人

6．4％

6．5％

4．5％

計

264人

100．0％

100．0％

100．0％

4
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平
成
三
年
度
各
種
功
労
者
表
彰
式

卸
名
、
2
0
団
体
が
市
か
ら
表
彰

　
　
　
　
　
市
の
各
種
功
労
者
表
彰
式
が
、
十
一
月
二
日
に
行
わ
れ
、
公
衆

　
　
　
　
衛
生
や
社
会
教
育
の
振
興
、
地
域
防
災
な
ど
に
長
年
貢
献
さ
れ
た

　
　
　
　
三
十
九
名
、
二
十
団
体
に
、
川
井
市
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が

　
　
　
　
贈
ら
れ
ま
し
た
。

轟　
　
　
　
，
，
く
．
、
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
自
治
功
労
者
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
槻
　
慶
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
税
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
　
功
・
中
丸
納
税
貯
蓄
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
七
区
旧
道
上
納
税
貯
蓄
組
合
・
黄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
納
税
貯
蓄
組
合
・
上
戸
沢
納
税
貯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓄
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衛
生
功
労
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
町
公
衆
衛
生
組
合
・
長
町
公
衆
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
組
合
・
越
河
第
七
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
川
第
三
公
衆
衛
生
組
合
・
大
平
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
公
衆
衛
生
組
合
・
大
鷹
沢
第
六
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
衛
生
組
合
・
福
岡
上
原
公
衆
衛
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
組
合
・
福
岡
川
原
子
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
原
東
公
衆
衛
生
組
合

産
業
功
労
者

　
齋
藤
　
邦
博

教
育
功
労
者

　
八
島
　
忠
賢
・
菅
沼
伊
一
郎

　
我
妻
　
　
勇
・
華
道
池
坊
仙
台
支
部

　
白
石
支
所
．
小
原
流
仙
南
支
部
・
蔵

　
王
ス
キ
ー
協
会
・
白
石
庭
球
協
会

公
安
消
防
功
労
者

　
遠
藤
　
幸
七
・
梶
川
　
忠
蔵

　
菅
野
　
　
栄
・
高
橋
　
敏
男

　
岩
松
　
義
則
・
交
通
安
全
協
会
白
川

　
支
部
・
交
通
安
全
協
会
鎌
先
支
部
・

　
小
原
地
区
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連
合
会

統
計
功
労
者

　
高
橋
　
清
喜
・
高
橋
　
正
男

　
高
橋
　
光
一
・
小
関
　
政
治

　
佐
久
間
弘
平

篤
行
者

　
大
野
　
直
博

　
　
　
　
　
　
　
（
市
職
員
を
除
く
）

し

1民生安定功労者教散化功労者　産業功労者

i　　　高橋　孝二　　　佐藤　吉子　　　斎藤　　清

5

1
・　交通安全功労者　　　防犯功労者　　　　　消防功労者
1　　　小川　典男　　　宮城　秀文　　　高橋　正男

1
　　ずみゆ　　　　ア　　　　　　　　　　　メげな

　　　　　　　　　　　　　　　書　統計調査功労者　　　i　　　　　　　　　県教育功労者　　　　簿

　　佐藤　一男　‘　　　　　　　　　鈴木　貞二彰

県
文
化
の
日
表
彰
・
県
教
育
功
労
者
表
彰

　
　
十
一
月
一
日
、
県
の
平
成
三
年
文
化
の
日
表
彰
式
お
よ
び
県
教

　
育
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
　
（
敬
称
略
）

みなさんからの素敵な
情報を待ってます

人間味あふれる社会に！

一層 鰹　　　∫
＿．』去1し　　藤嬉
　「婦人之友」の読者を中心に、よ

い家庭からよい社会をつくろうと

「全国友の会」が創立され今年で60年。

それを記念して10月19日、自石市中

央公民館で「全国友の会創立60周年

記念の集い」が開催されました。

会場では、バングラデシュとの交

流など友の会の活動内容を語ったも

のや、子供にも作れる料理、手作り

のアイデア品等を展示。ほかに「家

庭で育てる自立と協力」と題したス

ライドが上映されました。

家庭に対しだれもが責任ある立場

にあることを理解し、行動に移して

こそ、豊かな社会を築けるのではな

し〉でしようカ・。

両白石の中学生がご対面

灘縫轟霧講臥一　』蓋灘

　　駅’　　　　　
バ

　　　　　　　鯉レ・…一

醸議　纂轟・
札幌市自石区中学生の主張発表会

で優勝した中学生2名が白石市を訪

れ、11月9日、自石中学校において

全校生徒の前で主張を発表しました。

自石市を訪れたのは、米里中学校

2年の日吉一視くんと北都中学校3

年の佐久間みど群）さん。

　「全校生徒の前で話すのは初めて。

とても緊張しましたが、みんな一生

慰令聞いてくれて感激しました。良

い思い出になひ）ました」とほっとし

た顔で話していました。

海老名市と友好都市提携

自石海老砧友好都市盟約調印賦糠奢醗膿監，

醜』醐繍、
　　4窒、

　　　　一1　．眺　　　　　藷．
自石市と神奈川県の海老名市との

友好都市提携の調印式が11月1日、

海老名市役所で行われました。白石

市側からは川井市長、大槻市議会議

長ほか4名が出席。左藤究海老名市

長と川井市長との間で「各分野の交

流、相互理解と友好を深める」との

礁慧謹ヤ
じ　　　　　　　　　　　　ザ

　　　へ　　　きレ
　ド妻譲，説灘－鰹
灘L騨・ハ‘ら聾

　　　購腕　 覇購

盟約書に調印しました。

海老名市は、神奈川県のほぼ中央

にあり、昭和46年に市制施行されま

した。人口は！0万8千人、東京都の

ベッドタウンとして年々増加してい

る活気に満ちた都市です。

再び東北のカを一つに！

灘塁嚢鱒灘繍酢
　「地域に学び新たな個性を」と、

仙南2市7町各地域で行われてきた

東北学おこし事業。そのメインフォ

ーラムが11月16日、白石市民会館を

会場に開催されました。

　　　欝囎
　　　　　蚕1塁
　　　　　みゑ蓼頴嚢1茎IIl1、！
　！繍、　1： 1目一ll
　　　．コゴー一こ』・鴬1亭

　　　　ヤ＿i議隠
　　　　　　　1‘’

　　　　　　　’訂臼
フォーラムは「戊辰の役」をテー

マに、言趨寅や知事対談、講談、クイ

ズなど盛り沢山の内容で行われ、か

つて東北が一つになり近代国家を築

こうと大きな夢を描いたことに感慨

深くうなずく人も見られました。

また最後に、仙台、弘前をはじめ、

東北・北越の青年会議所の代表10名

が、「二れを機におたがい力を合わせ、

今後の士也域づくりを進めていきまし

ょう」と誓い合いました。

　
U
　
、

調理師会のみなさん

　　　ありがとう！

・蕪麺、遼灘難翻一蟻馨

10月28日、不忘園生65名が、秋の

昧覚“はらこめし”に舌鼓をうちま

した。これは毎年、宮城県調理師会

白石支部の方々が「ぜひ、園生たち

に私たちの作った料理を食べさせた

い」と実施しているもので、‘‘はらこ

めし”は今年で3年連続とか。

支部長の菊地　盛さんは「今回は

いくらのできもよく去年より美味く

できた」と満足そう。園生たちもい

い香りをたてている“はらこめし”

に思わずゴソクン！13名の調理師会

の方々が愛情を結集して作りあげた

だけあって、味は花まる。きっと園

生たちにとって忘れられな1、斗昧にな

ることでしょうネ。

ワーッノすごいなア～

障鱗難螺驚醗騨欝
　「どうぞお入りください」と、元

気な声でおじいちゃん・おばあちゃ

んを招いたのは、深谷保育園の園児

たち40名。

　ここ深谷公民館で10月30日、深谷

保育園おじいちゃん・おばあちゃん

と遊ぶ会が行われました。

　　メ1

　二1　　旨
肇一　～藩「

賦　　　　　 ～

　　　　　雪灘若　　　　　ゴ　　ド　　のヨレヨ　　　　　　さ　　　
　　　　　　　　　

　　　　　ア

　　　　　乏　 「　哩　F　‘

　　　　　　　ロ　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

　　　［一　　　　　　　　『　　　へ　　　　　　　　　　　　ぺ　　　り　　　』、』r　、　　 　　ト♪

　　　亨二’纏．も、と；

園児たちが合唱などを行ったあと、

お』じいちゃんは「こままわし」「けん

玉j、おばあちゃんは「お手玉」「あや

とり」をそれぞれ披露。

子供のむじゃきな笑顔と伝統のあ

る遊びは、いつまでも大切にしてお

きたいものですね。

やっとできました体育大会

旨認縮灘 購讐37
今年の不順な天候で延びのびにな

っていた市民体育大会が11月3日、

自石川緑地陸上競技場で開かれ、市

民がいい汗を流しました。

プログラムは、親子三代リレー・

釣り物リレー・200歳リレーなどの

トラック競技を中心に、幼稚園児の

マスゲームなど多彩。地区対抗とあ

って、選手よりも応援団のほうが盛

ン）上がっていました。

競技の結果は次のとおりでした。

1位田町

2位郡山

3位西益岡

磯
』ン塾・熱一鐸撃

6
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鎗

牌
饗
騰
甥
主
暢
礁
町
ア
サ
ー
ク
ル
⑨

’

ゆ

フ

態
ノ
シ
ユ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
♂

ア

吻
1・

卜ニ

ア

か

ら
〃

　
私
達
の
ア
ウ
ト
ド
ア
サ
ー
ク
ル
は
、

余
暇
時
問
を
野
外
で
仲
間
た
ち
と
語
り
、

明
日
へ
の
活
力
を
担
う
べ
、
＼
今
年
四

月
に
結
成
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
サ
ー

ケ
ル
で
す
．
、

　
サ
i
ヶ
ル
員
は
男
子
七
名
、
女
子
三

名
、
計
十
名
で
平
均
年
齢
二
十
七
歳
。

“
元
気
よ
！
・
野
外
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
〃
翠

を
合
言
葉
に
、
サ
ー
ケ
ル
活
動
に
励
ん

で
い
ま
す
、
、

　
実
際
の
活
動
と
し
て
は
、
“
う
ま
い
物

食
べ
歩
き
々
、
“
サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
”
、

“
イ
モ
煮
会
仔
、
“
キ
ャ
ン
プ
4
、
“
ス
キ
i
”

な
ど
を
サ
ー
ヶ
ル
内
で
企
画
、
立
案
を

行
い
、
こ
れ
ら
を
年
間
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

に
折
り
込
み
な
が
ら
、
元
気
よ
く
野
外

で
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
つ
い
最
近
で
は
、
会
津
若
松
の
町
な

み
を
歩
き
回
り
、
喜
多
方
で
ラ
ー
メ
ン

の
食
ぺ
歩
き
を
し
ま
し
た
。
現
在
は
ス

キ
ー
ッ
ア
ー
の
計
画
を
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぎ

な
が
ら
練
っ
て
い
ま
す
。

　
「
旅
は
行
く
ま
で
が
楽
し
い
」
と
言

炉

高
橋
正
　
信

嬢
＝P

い
ま
す
が
、

盈讐忌伽

㍗1
＝7「ハ

茸《』ノぐ．

』！ノ》

く
り
の
時
は
、

輝
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
当
サ
ー
ヶ
ル
は
、
白
石
市
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
て
毎
週
金
曜
日
午

後
七
時
頃
を
会
合
日
と
し
て
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
の
で
、
興
昧
の
あ
る
方
は
、

遠
慮
な
・
・
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

わ
が
メ
ン
パ
ー
も
日
程
づ

　
子
ど
も
の
よ
う
に
目
が

8

し
ろ
い
し
の

川
原
子
の
地
蔵
斬
り

川原子ダム周辺

　
川
原
子
道
は
、
藩
政
時
代
に
は
七

ケ
宿
街
道
の
裏
道
で
あ
っ
た
．
．
白
石

町
と
宮
の
中
間
か
ら
山
道
に
か
か
り
、

樋
の
塚
・
川
原
子
を
経
て
硯
石
付
近

か
ら
七
ケ
宿
街
道
の
関
と
追
見
の
中

間
に
あ
る
矢
館
に
至
る
．
．
白
石
か
ら

関
ま
で
の
最
短
路
で
、
仙
台
湾
産
の

豊
富
な
赤
昧
の
魚
や
う
ー
め
ん
、
竹

な
ど
が
運
ば
れ
た
り
ま
ぐ
ろ
は
最
も

珍
重
さ
れ
、
川
原
子
道
を
通
っ
た
魚

が
山
形
入
の
食
卓
を
賑
わ
し
た
の
で

あ
る
。

　
片
倉
家
で
は
こ
こ
に
佐
々
木
氏
な

ど
四
人
の
下
級
武
士
を
置
い
て
、
通

行
の
監
視
に
当
た
ら
せ
て
い
た
．
、
現

在
は
川
原
子
ダ
ム
の
工
事
で
移
転
し

た
が
、
わ
ず
か
の
墓
石
が
あ
り
、
石

地
蔵
が
安
置
さ
れ
て
、
い
た
と
こ
胤
、
が

監
視
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
こ
こ
に
次
の
よ
う
な
話
う
あ
る
．
、

あ
る
年
の
暮
れ
、
一
へ
の
浪
人
．
か
西

の
方
か
ら
来
て
番
所
の
通
過
を
求
め

た
。
生
国
や
氏
名
を
問
い
た
だ
し
f
。

も
何
も
語
ら
ず
、
た
だ
た
だ
通
行
許

可
を
哀
願
す
る
だ
け
だ
っ
た
．
．
つ
い

に
番
所
役
人
は
、
彼
の
根
気
強
さ
に

負
け
、
　
「
見
事
な
武
技
を
一
つ
見
せ

た
ら
、
お
通
し
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ

た
。
浪
人
待
は
「
し
か
ら
は
」
と
、

石
の
地
蔵
・
尊
に
近
づ
い
て
身
構
え
た

瞬
間
、
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
早
さ
で
刀

を
鞘
に
納
め
、
鍔
音
を
耳
に
し
た
だ

け
だ
っ
た
．
と
こ
ろ
が
石
の
地
蔵
．
耳

は
、
無
残
に
も
真
っ
二
っ
に
け
さ
懸

け
に
切
ら
れ
て
い
た
。
　
「
こ
れ
に
で
、

御
免
」
の
一
言
を
残
し
て
、
浪
人
は

東
の
山
道
に
向
か
っ
た
か
と
思
う
と
、

一
瞬
に
し
て
夕
暮
れ
の
な
か
に
姿
を

消
し
て
し
ま
っ
た
、
，
．
地
蔵
尊
は
、
そ
、

の
後
修
理
さ
れ
て
安
置
さ
れ
た
と
い

う
．
）

、
i
『
∞
。愚鵯“齪一憩一欄壁墨鵬一

ダZ
／
’

二
．
脚
二
森
　
母
鷺
．
．

、
署
　
2
、
屑
．
二
轡

舞

芝
幅
、
誰
　
歪
．
一
．
．
『
、
塑
　
£
“
．
．
・
壷

｛
“㌧ 認、

　
　
　
　
　
罧

誉
畳
響
蟹

、
．

？

薯

脅

憲嬢
亀’士

誇ハ
謬一

跨藪

一畠F

づ
■
－

輩
砧
．
二
詮
・

渥
・
　
韓
・
　
鹿
　
　
・
竃
・

太くん（白勇野ノJ・

乗
伍
．

・
託
　
詳

正美さん、奈保子さんの次男
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川

股
兵
三
選

初
秋
の
朝
の
光
は
静
か
な
り
何
れ
の
道
を
眺
め
て
行

か
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

さ
ん
ま
焼
！
、
匂
ひ
な
つ
か
し
路
地
ゆ
け
ば
茜
に
映
え

て
雲
の
流
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　
西
沢
　
敏
子

手
を
貸
さ
ず
自
力
で
食
事
せ
ん
と
す
る
夫
を
見
守
る

祈
る
心
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

風
立
ち
て
萩
の
葉
群
の
ざ
わ
め
く
に
花
を
散
ら
し
て

秋
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

た
え
ま
な
く
小
雨
ふ
り
つ
ぐ
一
日
に
て
朝
顔
の
花
ぬ

れ
て
咲
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

何
ひ
と
つ
心
に
残
る
こ
と
も
な
く
過
ご
し
た
る
日
の

夜
は
佗
し
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
久
保
泰
孝

玉
砂
利
を
踏
み
行
き
拝
す
武
蔵
野
陵
に
な
が
き
昭
和

　
　
　
　
　
　
・
嘩
．
・
瞳
胸
．
・
罵
・
曝
睡
．
奪
曽
嚢
＾
義
・
溢
昂
、
睡
・
・
血
サ
嚢
’

　　ママからひとこと
タ

轟　　“いつも明るく元気でいてほしい”

奪　パパからひとこと

爵　　“健康で心のひろい子になってほしい

轟ε 塗弩置　舜q舟£・r舜隻鐙　罫弩置　夢

　　　　冒灘．1i、。

距・鉗ξξ鰐こ¢
騨
琶
寒
需
＄
譲
鍵
■
獣

　
　
、
　
ー
ウ
　

プ
　
！
隔

　
　
　
訂
“
、
r
蜜
％

　
　
　
　
　
　
　
し

魂
響
鮒
癬
”
マ

薦
鍛
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
］
請
一
．

　脆

圃

「
ぼ
く
の
学
ん
で
い
る
校
舎
」

　
　
　
　
　
村
　
上
　
勇
樹

帯
「
一

譲
．
価
、

帯

」
・
譲
董
帯
」
F
舞
ノ

縄
　
占
窩
　
．
需
，
、
鳶
、
診
・
慧
　
，
轟
　
蜜
・
詫
　
艶
　
亀
　
・
　
　
虚
　
蜜
　
、
屡
　
虚
、
農
ー
詮
、
、
悔

の
時
代
を
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
う
こ
ん

雨
の
日
が
続
く
此
の
頃
炬
燵
に
て
友
と
語
り
ぬ
若
き

日
の
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

い
に
し
え
の
面
影
残
す
宿
場
跡
妻
籠
馬
籠
を
そ
ぞ
ろ

歩
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

倒
伏
の
青
田
の
道
に
ひ
と
群
の
野
菊
咲
き
を
り
風
に

ふ
か
れ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

　
「
評
」
今
年
も
は
や
十
二
月
と
な
り
ま
し
た
。
歌
壇

も
月
々
三
十
首
前
後
の
投
稿
が
あ
り
、
十
首
の
発
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
か
し

は
厳
選
で
す
。
来
る
年
も
「
心
の
証
、
心
の
糧
」
と
し

て
ご
健
詠
く
だ
さ
い
。
続
け
る
Z
と
が
ひ
と
つ
の
力

と
な
り
ま
し
よ
う
。
良
い
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

鈴
木
貞
二
選

虚
子
の
句
碑
生
れ
し
我
が
町
天
高
し

色
一
つ
極
め
尽
く
し
て
赤
蜻
蛉

旅
疲
れ
残
ら
ぬ
朝
の
爽
や
か
に

行
商
女
葡
萄
の
重
さ
手
で
は
か
る

義
・

鈴
木
民
子

佐
藤
周
子

三
浦
愛
嶺

勅
使
瓦
令
造

　
　
“
》
“

曾

（
白
二
小
六
年
）

　
秋
祭
晴
着
の
児
ら
は
紅
つ
け
て

　
除
幕
待
つ
空
に
蜻
蛉
光
り
と
ぶ

　
無
雑
作
に
花
と
び
と
び
や
吾
亦
紅

　
霊
枢
車
停
り
目
に
し
む
な
な
か
ま
ど

　
秋
草
や
古
刹
の
側
に
戊
辰
の
碑

　
韮
の
花
皆
白
な
り
し
蝶
の
く
る

　
　
「
評
」
一
句
目
、

庭
・
悔
・
廉
　
瞬
・
胴
翁
・
鹿
　
　
罫
　
　
　
　
　
　
　
7
留
・
尻
翁
　
筋
p
、
麗
、
、
駝

ら仁るoケリサワ
　　魍醸、」■」

金
　
　
・
鵠
　
　
』
鉾
、
　
『
跨
・
　
鹿
　
　
短
“
　
’
臼
彫
戸

　
赤
間
た
か
子

　
日
下
　
　
文

　
岩
沢
　
伍
峯

高
子
　
　
橘

若
桑
げ
ん
じ

佐
藤
善
夫

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
町
の
俳
句
結
社
の
会
員
一
同

が
か
ね
て
の
願
い
で
あ
っ
た
高
浜
虚
子
先
生
の
句
碑

が
、
こ
の
秋
益
岡
公
園
に
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
除
幕

は
素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
一
日
で
あ
っ
た
。
二
旬
目
、

赤
と
ん
ぼ
の
羽
の
色
は
、
赤
で
極
め
尽
く
し
て
美
し

く
飛
び
ま
わ
る
の
で
あ
る
。

〇
十
二
月
例
会
は
、
二
十
二
日
（
日
）
中
央
公
民
館
で

行
い
ま
す
。

鈴
木
誤
差
選

年
金
を
さ
い
て
差
し
出
す
義
援
金

欠
点
を
許
し
た
仲
だ
か
ら
つ
づ
き

堤
　
　
敏
雄

小
野
嘉
津
子

，
’

δ璋
戸ζ

㌧
、
、

箋
障
葺
ゑ
鷹
ト
鍔

ド「蝿

鼠

説
、

　一軌｝

ー
．
離
弊
、
顯
嵐
酵
㎜
ブ
桜
響
『
．
鐵

「
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
ひ
く
友
だ
ち
」

　
　
　
　
　
　
木
須
　
悟
（
深
谷
小
三
年
）

鍛
・
　
§
　
　
臓
・
　
F
試
　

・
駒
　
　
鯨
F
■
鴇
　
、
馨
・
・
舞
　
・
駕
　

・
諺
　
・
誉
　

・
磨
旧
　
・
蔑
　

駐
、
　
・
睦
　
ノ
毘
・
　
圖
晒
　
解
福

や
み
つ
き
に
さ
せ
た
『
度
の
入
選
句
　
斎
藤
夢
太
郎

理
髪
店
噂
ば
な
し
を
肩
で
聞
き
　
　
　
近
江
孫
太
郎

い
ろ
い
ろ
な
薬
と
仲
の
よ
い
暮
ら
し
　
近
内
　
キ
ヨ

ま
な
板
の
音
か
ろ
や
か
な
う
れ
し
い
日
　
米
沢
　
礼
子

家
計
簿
を
つ
け
る
と
赤
字
み
え
て
く
る
草
野
　
　
清

ダ
イ
エ
ッ
ト
実
り
の
秋
に
中
休
み
　
　
佐
藤
　
武
雄

運
動
会
孫
の
番
だ
け
応
援
し
　
　
　
　
大
槻
さ
つ
子

新
住
所
忙
し
い
賀
状
に
拍
車
か
け
　
　
大
槻
　
愛
子

「
評
」
一
旬
目
、
雲
仙
普
賢
岳
の
大
墳
火
、
台
風
に

よ
る
青
森
リ
ン
ゴ
の
大
量
落
果
等
々
、
被
災
者
の
方

々
へ
、
．
貧
者
も
一
灯
を
捧
げ
ま
す
。
二
句
目
、
人
づ

き
あ
い
は
、
気
苦
労
多
い
も
の
。
心
の
キ
ズ
を
見
せ

合
う
と
、
な
ぜ
か
交
流
が
深
み
ま
す
。

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
目
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
『
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

・
場
魅　　　　　－嫁　　　　’苧　　　y　　庚　等猛窺蓼7イ賀貸署㎎・障錫擁㌶鯉麹蕾髭巣・

摩
嚢
、
蓼
諺
．
毒
．
鳶
，
き
龍
へ
禽
，
轟
，
駿
爵
．
彰
蔑
，
き
跨
髪
．
嚢
，
醤
，
奪
薩
．
壽
裳
難
睾
彰
鳶
・
毒
誘
嚢
・
跨
髭
霧
愛
・
睾
奪
謬
院
穆
爵
鷺
感
∀
§
鴇
麿
髭
島
『
睡
舞
康
襲
き
樋
壌
農
’
睾
瞬
薩
臨
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　白石市は、21世紀に向けて大きく飛躍しようとしています。

　市内各企業も「くらし日本一」をスローガンに、活発な企業活動

を展開し、地域活性化と豊かな市民生活の向上に努めています。

　白石商工会議所では、白石市・ハローワーク自石・宮城県雇用促

進センターと連携を取り“労働条件・福利厚生の充実”　“求職者二

一ズにあった勤務形態の工夫”等々『魅力ある企業づくり』を目指

し、白石地区人材確保研究会を組織し研究・検討をしております。

　ゆとりある生活を魅力ある職場で実現してみませんか。

　白石地区人材確保研究会では‘。あなた”を求めて『合同求人説明

会』を開催し、求人に関する情報を提供いたします。

　ご来場をお待ちしております。

、
二

嶋
箇
ー

ヅ
、
　
　
、
結
、
躍
男
稲
・
々
，
恥
累
　
｝
　
　
～
麓
F
、
遜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
一

合
同
求
人
説
明
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
す

合同求人説明会

O開催日時　平成3年12月7日（土

　　　　　午後1時～午後4時
○開催場所

　　白石市民会館2階大ホール

O参加企業
　東北日通工㈱・後藤機業所・㈱重

　浦製作所白石工場・山田乳業㈱・

　㈱クラリオン精機臼石事業所・fi

　台藤屋産業㈱・（株遊佐組・㈱旅食

　かっらや・宮城大賀クロージンづ

　㈱・㈱青木製作所宮城工場・㈱i

　一キン白石・半澤食品工業（株）・鐸

東北日通工㈱・後藤機業所・㈱杉

浦製作所白石工場・山田乳業㈱・

㈱クラリオン精機臼石事業所・仙

台藤屋産業㈱・（株遊佐組・㈱旅館

かっらや・宮城大賀クロージング

㈱・㈱青木製作所宮城工場・㈱ト

ーキン白石・半澤食品工業㈱・㈲

カキヤ・白石興産㈱・㈱ヤオチュ

ウ・ソニー臼石セミコンダクタ㈱

・花菱縫製㈱白石工場・㈱自石モ

∠

ト
イ
レ
水
洗
化
の
お
す
す
め

　
　
　
　
　
【
ト
イ
レ
の
水
洗
化
で
快
適
居
住
を
｝

下
水
道
供
用
開
始
公
告
か
ら
も
う
す
ぐ
3
年
の
区
域
で

　
　
　
　
　
　
　
　
排
水
設
備
未
設
置
の
方
々
へ

10

　
下
水
道
供
用
開
始
区
域
は
、
「
三
年
以

内
」
に
排
水
施
設
を
設
置
（
宅
内
水
洗

化
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
元
年
四
月
一
日
供
用
開
始
区
域

は
、
平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
で
こ
の

三
年
が
経
過
し
ま
す
の
で
、
ま
だ
排
水

施
設
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
な

る
べ
く
早
く
設
置
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ト
イ
レ
水
洗
化
の
改
造
資
金

融
資
の
斡
旋
も
、
供
用
開
始
後
三
年
を

経
過
し
ま
す
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
融

資
斡
旋
に
は
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま

す
）

　
改
造
資
金
の
融
資
を
受
け
て
改
造
を

考
え
て
お
ら
れ
る
方
は
、
三
年
を
経
過

し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
．
．

　
供
用
開
始
公
告
は
、
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
納
付
通
知
書
の
右
上
枠
内

三
段
目
に
公
告
年
度
が
記
載
し
て
あ
り

ま
す
。

融資斡旋期間

融資斡旋期限は経過しました

通知書記載

公告年度

62

公告年度区分

昭和62年度公告

〃63昭和63年度公告

平成4年3月31日まて01平成元年度公告

平成5年3月31日まてウ
解O平成2年度公告

平成6年3月31日まで03平成3年度公1！～

賃
貸
住
宅
の
改
造
資
金
融
資
斡
旋
に

つ
い
て
は
、
市
下
水
道
課
盈
．
一
五
－
二

一
一
一
（
内
線
）
二
七
一
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

翻
平
成
三
年
度
下
水
道
嚢
受
益
者
轟
金
第
＝
｝
期
の
納
緩
は
・
護

四
年
一
月
六
日
で
す
。

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

／z　△

　
　
年
金
手
帳
は
大
切
に

　
年
金
手
帳
は
、
初
め
て
国
民
年
金
や

厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
た
と
き
に
交

付
さ
れ
ま
す
。
（
共
済
組
合
員
は
除
く
）

　
年
金
手
帳
に
は
、
あ
な
た
の
記
録
を

管
理
す
る
記
号
番
号
が
記
載
さ
れ
て
お

り
、
一
生
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
届
出
を
す
る
と
き
に
は
必
ず
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し

よ
ろ
．
。
．

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

の
方
も

国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
方

で
も
、
希
望
す
る
こ
と
に
よ
り
、
六
十

五
歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
高
齢
任
意
加
入
）

◎
高
齢
任
意
加
入
条
件

（
ω
菌
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

　
期
間
に
満
た
な
い
方

（
里
受
給
資
格
期
間
は
満
た
し
て
い
る
が
、

　
過
去
に
保
険
料
の
未
納
期
問
が
あ
る

　
方

⑨
遍
土
、
だ
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

　
間
が
あ
り
、
追
納
で
き
な
く
な
っ
た

　
期
間
（
十
年
以
上
前
の
期
間
）
が
あ

　
る
方

（
蛙
任
意
加
入
が
で
き
る
が
、
加
入
し
な

　
か
っ
た
期
間
の
あ
る
方

　
た
だ
し
、
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
や
、
厚
生
年
金
、

共
済
組
合
の
加
入
者
は
、
国
民
年
金
に

任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
満
額
以
上
の
年
金
を
受
給
す
る

こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
ー
は
、
市

民
課
国
民
年
金
係
豊
二
五
－
一
二
一
一

（
内
線
）
一
三
七
へ
9

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
白
石
市
役
所
、

か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に
よ
り
、
納
め

で
、
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
納
め
る
方
法
は
、
納
付
組
織
〔
婦
へ

会
な
ど
）
が
集
金
し
て
い
る
場
含
や
、

金
融
機
関
の
口
座
か
ら
引
き
落
さ
れ
る

口
座
振
替
、
そ
し
て
個
人
で
納
め
る
自

主
納
付
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
都
合
が
悪
か
っ
た
り
、
忘
れ
て
い
た

り
、
預
金
口
座
か
ら
引
き
落
せ
な
か
っ

た
り
し
て
、
納
め
忘
れ
を
し
て
い
る
国

民
年
金
保
険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
一

度
確
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
、
嚢

　
　
　
　
　
　
　
輝
．
－
、

　
　
　
　
　
　
　
』
F
蜘

　
　
　
　
　
　
　
鍵
、

　
　
　
　
　
　
　
驚
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴
v

年末年始における

　　衛生処理業務について
年末年始の衛生処理業務は次のと洗μ）です。

なお、業務が混雑し対処しきれない場台もあ

りますので、早めにお申し込み・1ださい。

　　摘　　　　要

12月29日（日）

　月曜日収集び）可燃物
12月30日（月）

　正午まで収集
　火曜日収集の可燃物
　／越河、斎川、大腐
　　沢、白川を除⇔
　一般持込については
　午前11時まで受付

12月30日（月）

　正午まで収集

12月30日1月）
　正午まて受付

12月31日1火）まで平常
通り

業務内容施設名

ごみ処理

し尿収集

衛生セニタ

粗犬こ’、み

火葬業務

仙南リサイケ

アしセンダー

臼石

七テ宿斎苑
衛生七ンクー・仙南1叶イ71レセン7一は、1目4日1ヒ

から、白石・七ケ宿斎地は、1月3日申か‘乳平砧胆ηの

業務とな1〕ま’す『、

言羊しくは、保f建衛生言果費25－21111rブ1早1603，また：は

各施設へお問い台わせくだ6い、

ごみはルールを守り

　　正しく出しましょう！
　10月より燃える二みにつhても、「指定袋」

の収集になりました，

　黒ヒニール袋．㌧矛一1し癒等ぱ、収集い

たしませんのて，みなさまの二協力をわ願い

hたします．　　　　　　自石市保健衛生課」

「
プ
轄
が
梗
う
洗
選
と
の
う
た
い
窯
舞
艦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遇
鱈
鱈
禁
犠
！

　
　
　
　
落
ち
な
ど
変
化
を
起
す
も
の
が
あ
り
、
　
　
比
べ
て
も
洗
浄
力
は
劣
り
か
ち
て
す
．

　
「
家
庭
で
ド
ラ
イ
ヶ
リ
ー
ニ
ン
グ
マ

ー
ク
付
き
衣
料
が
洗
え
る
」
と
い
う
洗

剤
が
、
通
信
販
売
や
訪
問
販
売
で
出
回

っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
洗
剤
を
使
っ

た
ら
”
色
落
ち
し
た
臼
と
の
苦
情
が
相

次
い
だ
た
め
、
洗
剤
を
購
入
し
テ
ス
ト

を
し
ま
し
た
．

　
使
っ
て
み
る
と
、
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
マ
ー
ヶ
付
き
の
衣
料
が
す
べ
て
洗

え
る
わ
け
で
は
な
く
、
中
に
は
縮
み
色

洗
浄
力
は
お
し
ゃ
れ
着
洗
い
の
洗
剤
よ

り
劣
る
と
の
結
果
が
で
ま
し
た
．

　
背
広
や
、
ブ
ラ
ウ
ス
を
洗
っ
て
み
る

と
縮
ん
だ
り
し
て
、
し
わ
を
伸
ば
す
の

に
手
間
が
か
か
る
も
の
も
あ
り
、
色
落

ち
、
色
移
の
も
、
お
し
ヵ
、
れ
着
洗
い
洗

剤
と
同
様
で
、
す
．
、
特
に
青
、
赤
の
色
落

ち
が
生
じ
て
い
ま
す
。

洗
浄
力
は
、
ド
ラ
で
ケ
リ
ー
ニ
ン
ゲ

よ
り
劣
り
、
油
力
、
泥
、
ひ
ど
い
汚
れ
は

取
れ
ま
せ
ん
。
お
し
ゃ
れ
着
用
洗
剤
と

　
し
た
が
r
．
て
、
大
切
な
丈
料
は
ー
ラ

イ
ケ
リ
ー
ニ
ン
ブ
に
出
す
の
か
無
難
の

よ
う
で
す
。

　
山
ば
お
、
　
ド
ラ
イ
ー
マ
ー
ヶ
付
ン
さ
の
チ
飢
料

で
も
、
お
し
”
、
れ
着
洗
い
洗
剤
て
洗
え

る
も
の
も
あ
り
ま
す
．
．
洗
う
場
含
は
、

洗
剤
は
中
性
洗
剤
を
、
時
問
は
短
う
ー

温
度
は
3
0
度
前
後
の
湯
f
、
も
ろ
洗
い

は
避
け
優
し
・
、
押
し
洗
い
を
し
ま
し
ょ

ノ
⊂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

」

　
　
　
　
　
　
湾
．
生
補
、
隆
」

η



夏2

第
1
4
回

白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会

　
　
「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
み
や
ぎ
運
動
」
展
開
中

　
十
一
月
十
五
日
、
市
内
各
老
人
ク
ラ
ブ
、
交
通
安
全
協
会
な
ど
か
ら
多
数
の

方
々
が
参
加
し
て
、
「
第
縁
回
白
石
市
交
通
安
全
市
民
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

！
　
　
　
懸

　
　
　
　
　
　
　
盛

－
の
義
趨
購

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
』
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
『．

』痴州

者
憾
莚
。
鱒
鶴
譲
難

全
に
功
労
の
あ
っ
た
十
名
に
川
井
市
長

が
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

毒
撫
繍
難
編

の
「
母
の
言
葉
を
胸
に
」
、
白
川
中
二
年

長
山
達
也
君
の
「
事
故
が
一
つ
も
な
い

社
会
」
と
い
う
作
文
発
表
や
、
陶
芸
家

の
吉
川
団
十
郎
氏
に
よ
る
記
念
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
．
》

　
最
後
に
大
会
宣
言
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、

協
力
し
て
交
通
事
故
防
止
に
あ
た
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。

　
大
　
　
　
△
∬
　
　
自
目
『
　
　
言
ロ

、
子
供
と
高
齢
者
の
歩
行
中
、
自
転

車
乗
車
中
の
交
通
事
故
防
止

、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

正
し
い
着
用
の
徹
底

、
若
者
に
よ
る
無
謀
運
転
の
追
放

、
違
法
駐
車
の
追
放

交
通
安
全
功
労

　
　
感
謝
状
贈
呈
者

佐松四飯高佐大大樋引

藤田竈沼子藤野野ロ地

　榿英民達光　和　藤

昇子夫二夫郎明男正助

　
（
白
石
支
部
）

　
（
越
河
支
部
）

　
（
斎
川
支
部
）

（
大
鷹
沢
支
部
）

　
（
白
川
支
部
）

　
（
福
岡
支
部
）

（
鎌
先
支
部
）

（
小
原
支
部
）

　
（
母
の
会
）

　
（
指
導
隊
）

　
（
敬
称
略
）

　
『
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
り
』
に
つ
い
て

　
警
察
で
は
、
十
二
月
一
日
か
ら
一
月
　
　
り
で
も
、
明
る
い
道
を
帰
り
ま
し
ょ
う
。

七
日
ま
で
『
年
末
年
始
特
別
警
戒
取
締
　
　
②
悪
質
商
法
の
被
害
防
止

り
』
を
実
施
し
ま
す
．
．

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
事
件
事
故
を
な
く

す
た
め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
、
楽
し

い
正
月
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

①
ひ
っ
た
く
り
・
チ
カ
ン
等
に
ご
用
心

　
こ
の
時
期
は
外
出
の
機
会
が
多
・
＼

暗
い
夜
道
は
危
険
が
い
っ
ぱ
．
い
。
遠
回

　
訪
問
者
に
は
、
不
用
意
に
ド
ア
を
開

け
て
、
家
の
中
に
入
れ
な
い
こ
と
。

0
少
年
の
非
行
防
止

　
冬
休
み
に
入
っ
て
、
開
放
的
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

④
万
引
き
防
止

一
白
石
警
察
署
か
ら
ー

　
年
末
の
商
戦
期
で
、
商
品
の
増
加
、

従
業
員
の
不
足
か
ら
、
万
引
き
が
多
発

し
ま
す
。
商
品
の
陳
列
場
所
や
方
法
、

監
視
体
制
を
考
え
て
、
万
引
き
さ
せ
な

い
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

⑤
空
き
巣
の
被
害
防
止

　
出
か
け
る
と
き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か

け
ま
し
ょ
う
。

家
族
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
も

　
　
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
ガ

　
忘
年
会
・
新
年
会
と
、
こ
れ
か
ら
年

末
・
年
始
に
か
け
て
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
て
き
ま
す
。

事
故
の
被
害
者
だ
け
で
な
く
加
害
者
本

人
や
家
庭
な
ど
そ
、
の
周
囲
の
人
々
も
不

幸
に
陥
り
ま
す
。

　
笑
顔
の
た
え
な
い
家
庭
を
こ
わ
さ
な

　
飲
酒
運
転
を
し
て
事
故
を
起
こ
す
と
、

い
た
め
に
も
　
飲
酒
運
転
は
絶
対
ヵ
、
め

ま
し
ょ
う
。

）1

⊃
）

ρ
い
、

水
道
管
も
風
邪
を
ひ
き
ま
す

騒
尋
⇔
・

島

”

　
　
水
道
管
が
凍
っ
て
破
損
し
や
す
い
季
節

　
に
な
り
ま
し
た
。
し
っ
か
り
冬
越
し
の
準

写
備
を
し
て
、
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ノ

凍
る
の
を
防
ぐ
に
は
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●
む
き
だ
し
の
水
道
管
や
メ
ー
タ
ー

　
ボ
ッ
ク
ス
の
中
な
ど
を
発
泡
ス
チ

　
ロ
ー
ル
製
の
保
温
材
や
布
き
れ
で

　
保
温
し
、
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
ビ
ニ

　
ー
ル
で
覆
い
ま
し
ょ
う
。

●
不
凍
水
栓
や
水
抜
栓
を
ご
使
用
の

　
ご
家
庭
は
、
お
休
み
前
に
必
ず
水

　
抜
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
も
し
凍
っ
ア
し
ま
っ
た
ら
7

●
そ
の
ま
ま
自
然
に
溶
け
る
の
を
待

　
　
つ
カ
　
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
ゆ
っ

　
！
・
り
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。
急
に

　
熱
湯
を
か
け
る
と
パ
イ
プ
や
蛇
口

　
が
破
損
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
し
破
揖
し
た
－
悉
峰
・

　
●
水
抜
栓
な
ど
で
水
を
止
め
て
か
ら
、

　
最
寄
り
の
公
認
水
道
工
事
店
に
修

　
繕
を
依
頼
し
で
、
く
だ
さ
い
。

〔
お
願
呂

　
白
石
市
水
道
事
業
所
で
は
、
十
二
月

二
十
日
ま
で
の
工
期
で
水
道
の
漏
水
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
た
め
敷

地
内
に
立
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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辱
　平成4年4月1日から保育園に

　入る后かま壼
　　　　募集しま～す1

父・母・

祖父・祖母
市役所

3年度市民税

1拝課税証明書

市民税を

丁内めてい

ない方

①前年1月1日に白石市に住んでい

　なかった方は、前年1月1日の住

　所地から市町村民税（非）課税証

　明書、固定資産税課税証明書を取

　りよせてください⊂，

②保育料認定の際、所得税額算出に

　ついては、住宅取得控除、配当控

　除、および外国税額控除の適用は

　所地から市町村民税（非）課税証

　明書、固定資産税課税証明書を取

　りよせてください。

②保育料認定の際、所得税額算出に

　ついては、住宅取得控除、配当控

　除、および外国税額控除の適用は

　受けられません。

③書類審査や面接等の結果、保育に

　欠ける程度の高い順に保育所の欠

　員数に応じて入所を決定します。

顯　保育所入所定数

定員ヤ
ロ設施定員名几

叉

『
嘗
口

←也

右

60名深谷保育園90名東保育園

41）名小原保育園go名※西保育園

40名白川保育園120名南保育園

50名大鷹沢保育園60名北保育園

60名越河保育園

・入所できる年齢は、1歳～5歳です。

福祉法の規定により、それぞれの家

庭の前年の課税状況により決められ

ます、‘一律ではありませんノ

　詳し・1は，福祉事務所保育係智25

－2111（内線ナ154へお問い合わせく

ださい∩

1く・母・

祖父・握母

民生児

童委員

自営業証明書

農業証明書

自肯商業・

農i讐h防

内職先内職証明書内職の方

勤　務

予定先
就業証明書

就職の洪
まってhる方

該当者発行者提出書類

疾病等
保護者の状況

　
　
　
／

／
　
　
／

／
　
デ
〆

／
グ
／

母市役所母子手帳出1産の前後

辺・母・

祖父・祖母
医　師言至　断　書長期疾病者

病1、の看護等

※祖父母については65歳未満の方

※各証明書用紙は、保育園・福祉事

　務所で配布します。

（3保育料認定に必要な書類

該当者発行者提出書類区毎

父・母・

祖父・祖母
先務勤

年分源泉

票

得
社
務

所
・
会
公
ー

与
ー
　
・
等

給
者
員
員

税務署

3年分確定申

告書の控え又

は戸斤そ尋税納†亜

証明書

確定申告

キしてい

る方哨
営業・農

業拳

市役戸斤

3年度市民税

課税証明書

1平成2年分
専課手喀アノもの1

市民幸

納めて

る方

3年度固定資

産税課税証明

固定・昂藍

税を孝内呂

つ弓与

爵　保育園に入所できる条件

　児童の保護者が次のいずれかに該

当し、家庭で保育できない場合です。

　（11家庭の外で仕事をしている場合

　（2）家庭内で児童と離れて仕事を1、

　　ている場合（内職・自営業）

　（3）母親が妊娠中または、出産後間

　　もない場合

　14｝病気・負傷または、精神もしく

　　は身体に障害がある場合

　（5）長期にわたる病人または、心身

　　障害者睨）の世話をしている場合

　〔6）その他、どうしても家庭で児童

　　の保育ができない場合

薩　入所手続き

　入所申請書は、入所を希望する保

育園から受け取り、所要事項記入の

うえ、申請書の交付を受けた園へ提

出してください。

　ただし、東・西・南・北の各園に

平成3年度新たに入所希望の方のみ

福祉事務所保育係へ提出してくださ

いo

　川申請書の配布　12月2日㈲～

　（2）申請書の受付

　　　平成4年1月6日（月）から

　　　　　　　　1月24日（釜まで

　13）受付時間

　　　平日8時30分～17時
　　　土日輩日　　　　　〃　　　～12日寺

　（第2・第4土曜日は閉庁日です）

闇　提出書類

　（1）保育園入所申請書

　（21保育に欠ける状況を確認する書

　　類

　就労状況

訪当者発行者頓書出提f呈護養、mバたで兄

気・母・

祖又・祖冊
先務勤書瑚証藷

着就お勤、㌧二，ゐ方

13
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「アンサンブル白石」が分校で演奏会

昨年6月23日、白石市中央公民館

で結成された「アンサンブル自石」

（銭谷喜四男会長・会員11名）が、

去る9月28日、竹野福岡小学校長の

厚意によ影）、蔵王、不忘、長峰分校

の児童たちを招いて八宮分校で演奏

会を開催しました。

とかく音楽とは無縁になりがちな

児童に、ナマの演奏を聴いてもらい、

いろいろな楽器に触れ、音楽の素晴

らしさを直接味わってもらい、併せ

て分校同志の交流を深めてもらおう

と企画された当演奏会．弦楽合奏、

⑪成　人　式

「アイネクライネナハトムジーク」

ソプラノ独唱、ピアノ連弾、そして

分校の児童全員による「ゆかいに歩

けば」、「校歌」の合唱など、楽しい

1日を過ごしました。

　「アンサンブル自石」では、現在

バfオリン教室を開いています。幼

児から高齢者まで、音楽に関心のあ

る方はどなたでも歓迎いたします。

お気軽にご参加ください。詳しくは

中央公民館管26－2453、24－5377に

お問い合わせください。

　中央公民館では、昭和46年4月2日から昭和47年4月1日までの聞に

　生まれた方を対象に、成人としての新たな出発を祝し、成人式を開催い

　たします。なお、該当者には案内状を送付いたしますので、簡素な服装

　でご参加ください。

○期　目　平成4年1月15日（加　　　　○式場　白石市中央公民館

倉“社交ダンス発足15周年記念
　　　　白石市民ダンスパーティー”へのご案内
　白石市中央公民館主催による第1回社交ダンス講座から15周年になぴ）、

　それを記念して15周年記念バーティーを開催します．

　市民の皆様の多数のご参加をお待ち1、ています。

○日　時　12月7日1土）午後6時30分　　○問い合わせ先　跡部麿26－3640

0会場白石市中央公民館大ホール　※生バンドによる演奏、ブロによる

○主催　ゲ）スハル白石　　　　　　デモンストレーションダンスあり。

○後援臼石市中奥公民館

　　　☆各種おもちゃ寄付への御礼☆
広報9肩場に：寄：f寸ゐむ願いをいたしたところ、多数㌧乃おもちヤをお

寄せhただキ、紙．ヒより御粍を申しあけます、

いたた1，売れも・、一は、1種事業で有効に活用させでいただきます．

15

婦人の家から

《特別講座》

手づくりクリスマスケーキや

　　おせち料理づくりを”

◆クリスマスケーキ（デコレー

　　　ションケーキ）づくり教室

○目時12月9日（月）10時～12時

○定員18名
◆おせち料理教室

～お重のつめ方を習おう！～

○日時12月25日（水）10時～12時

○定員18名
※定員になり次第締切

o材料費実費
o講　師　畠　つね先生

○持参するもの　エプロン、三角布

12月の休館日　2・8・16・22・23・

　　　　28・29・30・31日
働く婦人の家　豊25－5095

麟蒙習体験し璽しい
　　　　　ボフンティア活動
　　　　佐藤元子さん（寿山）

教育委員会主催の婦人ボランティ

ア学級に入講し、2年問にわたり、

16ミリ映写技術・人形劇・自石市の

史跡・ゲートボール審判資格取得な

どについて学習をさせていただき、

昭和59年に15人のf中間と一緒に自石

市婦人ボランティアやまぶき会に入

会しました。

その後の主な活動としては、習得

した技能を生かした各施設でのイベ

ントのお手伝いや、史跡清掃等があ

りますが、今年で5回目を迎えた国

際交流研修会は、私たちにとっても

大変有意義な体験となっています。

ボランティア活動を行っている

と、年ごとにふれあいの輪が広がり、

生活そのものか味わい深いものにな

ってぎますDぜひ、一人でも多くの

方々に、こうしたボランティア活動

の醍醐昧を体験していただければと

思います。

薄口しょうゆ
　　　　について

●濃口しょうゆより、塩分が2

％高く、野菜や白身魚などの

調理に適します。

●長く煮ることによって昧が出、

材料のもち味をひきたてます。

●使うコツは、たっぷりのダシ

とそれにみりんを併用するの

がポイントといえます。

●あまり色を濃くしないほうが

壽いしく感じる料理に使いま

すが、色が薄いために、やや

もすると使い過ぎるので、控

え目に用いましょう。

　　まず味をみてからかけよう

　　　しょうゆやソース
　辱　必

》　　　　　　 、

　。　　“

ξ

￥
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高橋　勝子さん（小原）

消費生活モニター調査結果
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・
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並食1袋6～S枚切
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袋ノ．りloO9

上日糖1kg

上級濃［．lll「ナリ吝盟7、n

ホリ吝器ア、り701〕り

炉し1己1ーり’、ワ『225q

紙容器7、り1，0りOoe

加Uヤ入り2259

400椥200組11氏箱、1、り

ll4mm〆6「lm
ン　ン　クルロー几4　ケと且

幅30¢m、長52しlm

幅25cm、長き8nl

M，1売濯用台成洗剤　濃化繊用塩リン拍7・匂
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（上昇品目）

食バ）・テでッシュ賦一ベー・洗濯用
合成洗剤・灯油

（下降品目）

小麦粉・砂暖唐・t一よろゆ・羽Lラダ1由・

マーガリン・ラノフ
（横ばい品目）

即席中華めん・牛乳一汁一・トfレ
　ソトペーパー・アllミホイル・理髪料
　・パーマネント料・カレーラィス・ヵ

ソリン・重至1由。フ’口ベンカマ

（上昇品目）

食パン・即席中華めん・砂柘・干イ・
　シュ！。一ノ1一・ラ・．ノプ。パーマネント

料
（下降晶目）

　小麦粉・1、ようゆ・サラμ、肝一一カ
　リ、・牛乳一汝一・1先濯用台成洗剤
　・王里髪孝斗・カL一そfフ・4丁油・カ’
　リン　・軽～由

÷空自部分1よ調査品目しん変更によると，〆一

函
亀1



市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

々
和地団

新館

寿山

型式

K3

3　K

家　　賃
1敷金は3月分）

3，0｛）0円～

　7，41）0円

3，3α）円～

　3，501）円

古案数

空
戸

7戸

12戸

◎第二種住宅

　（収入基準115．00〔）円以下）

団地名

新館

城南

型式

3DK

K

3DK

家　　賃
‘敷金は3月分）

14，500円～

　18，000円

10，500円～

　12，600円

23，000円

家
数

兜
二
戸

7戸

5戸

1戸

市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線）262へお問い合わせくだ

さい。

自衛官2等（陸・海・空）士を

　　　募集しています
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○応募資格　18歳から27歳未満の男子。

　あと半年で18歳になる方も応募で

　きます。

○勤務　通常8時30分～17時

　※第1・3土曜日は12時30分まで

○休　日

　日曜、祝日、第2・4土曜日ほか

○初任給　133，900円

　（9ヶ月後146，801）円）

○その他　衣食住は無料

　　　厚生施設等完備
詳しイは、市民課豊25－2111、ま

たは大河原募集事務所燈0224－53－

2185へお問い合わせ1ださい。

緑が丘県営住宅
入居者募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

県　営
寿山住宅

型式

3　K

家　　賃
（敷金は

3目分1

14，500円

　～
16，500円

家
数

空
戸

20戸

　申し込み、間い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課費022－

224－0014／＼。

　　　　／　　、／蔭＞一・

ぎヤ痛圏圏
璽三．纒、．　．

　　　　　　　黙濫蕪讐
壷r』が。一特灘

仙南地域職業

訓練センター受講生募集

○内容

講座

初級ワーワロ講座

キ
由
り

L
T
3

門　
“
F

ケ
　
ア

お　正　目　の

おもてなし料理

実施日時

12月12日～13日

午前9：0D～

　午後3：00

12月13日⑨

午前9：00～

　　12：00

12月21日出

午前9：00～

　　12：flO

定員

10人

16八

ユ6人

受講料

3，500円

1，600円

1，60D円

○会場柴田町大字船岡字照内1－9

　　　仙南地域職業訓練センター

○締切日　12月10日1火）

　　　※定員にな酢）次第締め切り

詳しくは、仙南地域職業訓練セン

ター奮0224－57－15∩1！、。

緑のオーナー
　　　　募集

　白石営林署では、緑のオーナーを

募集しております。どなたでも1口

50万円で緑のオーナーになれます。

○今回募集する分収育林について

　●植えてから39年たったスギの森

　林を伐採をするまでの間（平成

　18年伐採）、あなたと国が協同で

　育てるものです。

　●個人・団体・法人を問わず何口

　でも参加できます。

　●森林は国が責任をもって手入れ

　や管理を行います。

　●将来、樹木を販売してその収益

　を持分に応じて配分します。

○こんなに有利でお得です

　●不動産取得税や固定資産税はか

　かりません。

　●お子さんや、お孫さんの名義で

　も贈与税はかかりません。

　●全国各地の林野庁の宿泊保養施

　設、全国の国営・国設スキー場、

　全国有名観光地の旅館が割安に

　ご利用いただけます。

※まだまだ有利な点があります。

○募集期間

平成4年2月29日まで

詳しくは、白石営林署総務課庶務

係蜜0224一一25－2141／、。

ストレス解消・美容・健康のために

　　　　バレーボールを！

経験者、初心者を問わず、楽しく

バレーボールをやりたいと思ってい

る方ならどなたでもご一報ください。

ゆかいな仲間たちがお待ちしていま

す。

○練習日時　火・木19時30分～21時

○場　所　自石中学校体育館

○連絡先　白石レディーヌクラブ

　　　高梨　照美智25－8361

1　応募資格、待遇などの詳しいこと

ξ　については、学校給食センダー費25

…一〇685へ。なお採用決定次第締め切

≦　らせていただきます。

川叩川III”1叩IIII川川1川llIIl”1！川1川IIII川”Ir川III［IIllIIllIl川ItII川Ill川IIIIIII川III川llIIII”II”llillIIIIIIrF

能力開発センター受講生募集

雇用促進事業団宮城技能開発セン

ターでは、12月開講の能力開発セミ

ナー受講生を募集しています。自己

啓発や資格取得を目指す人、初心者

など広く一般の方を対象としていま

すので、この機会にぜひ、ご参加を。

○講座

パソコンCOBOL、七ンサー入
門、機械基礎講座形削盤ボール盤、

溶接技術検定受験準備（基本級）、

　募集します！

II　III01【Ill川IllII II［IIIl川IIIllI”IIIlll川IIIll川IIIIII”llIIlll”↓IIIIIIII”II

（　へ　r

口

　アルミニウム溶接技術検定準備、

吸収式冷凍機の基礎講座、自動車

点検整備講座（初級）、二級技能検

定建築大工（実技）、レダリング

　〔初級）

詳しい内容、日時、受講料につい

てのお問い合わせは、〒985多賀城

市明月2－2－1　雇用促進事業団

宮城技能開発センター開発援助課麿

022－362－2254へ。

国立宮古海員学校
　　　　生徒募集

昌・｝

（⊃概要

修業年限3年の船員教育機関

○募集人員　本科40名

○受験資格　中学校卒業者

　　　　　（卒業見込も含む）

O願書受付　平成4年1月9日（木）～

　　　　2月5日（水）

○試験日　平成4年2月9日（日）

試験科目など詳しくは、宮古海員

学校教務課智0193－62－5316へ。

BOOKS・1いんふお酪一しょん 轟
凸

1
■
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★今月の書棚（子ども読書室）

叢 妻，．麹．灘灘鱗…

　　　　　〈全10巻〉岩崎書店

書写の基本的技法から手紙や作文、

黒板の書き方などを、イラストを数

多く使用して、小学生にわかりやす

くまとめた画期的な書写百科シリー

ズです。

－撚麟詠難

　　寿鎖構． 薮磨・肇ゼ

　　1鰐1気蕊

◎「手づくり絵本」の

　　　　　作品展示会

宮城県図書館が主催した「手づく

り絵本展示会」は、県図書館はじめ、

県内で移動展示され、このほど終了

1、ました。今回は白石から出品され

た作品‘2〔）点／を展示1、ます。

○期　日　12月13日俺1～15日1印

○場所自石市図書館1階ホーIL

図書館利用案内
O開館時間　　　　　　　　　　　　　　O休館日　12月23日㈱、12月28日（土〉

月～土曜日　9時～4時55分　　　　　　　　　～翌年1月4日（土｝

日曜日10時～4時
　　※年末年始の休館日（12月28日～平成4年1月4日）の間は、

　　　返却ポストは利用しないでください。

　　　　一新着図
だから私は嫌われる

　　　　　　ビートたけし　著
バカになりきれる人が成功する！一ハチ
ャメチャ人間が大物になれる一

　　　　　　立木　恵章　著
型破りのすすめ一発想を変えると人生が
変わる一　　　　　　さとう　秀徳　著
日本百名山　　　　　　深田　久弥　著
湯治場通い　　　　　　野口　冬尺　著
fスラム世界の日常論理
　　　　　　　久山　宗彦　著
これがソ連の対日外交だ一秘録・北方領
土交渉一

　　　NHK日ソブロジェクト著
ふたたび、愛が始まるとき一再婚新時代
一　　　　　　　　　沖藤　典子　著
トリカブト殺人疑惑　　山元　泰生　著
地球はまあるい動物園一ヒトは動物から
何を学ぷか一　　　　　中川　志郎　著
中国医学は現代科学を覆すか

　　　　　　林　　　一　著
これで安心！正しい医者のかかり方一医
者にかかる前・かかった後で困ったとき
・困らないQ＆A一
　　　市民健康情報センター編
漢方で素肌が10歳若返る一素肌をfキf
キ甦らせる瞥くべき漢方美容の知恵一

　　　　　　近藤　敏彦　著
は；カ・せ鍋の料王里一牌卜理の常識をまったて

変えた勧鴇一　　　 珊看祁栄養噸門弓そ亭交　編

市場の新顔野菜　　　　古田よ1．子　マ

書案内（抄）一
　俳画と毛筆でかくはがきの四季

　　　　　　　　国貞　馨竹著
　水彩で描く民家の四季　高橋　東山　著
　方言の読本
　　　　　尚学図書・言語研究所編
　稲妻のように　　渡辺真理子一著
　晴れた空　上・下　　　半村　　良　著
　人斬り斑平　　　柴田錬三郎著
　五っの標的　　　　　　山田　正紀　著
　草の径　　　　　　　　松本　清張　著
　犯罪集中治療室〔l　CU）
　　　　　　　　由良　三郎　著
　　「源氏物語」男の世界　田辺　聖子　著

　なるほど愛情学　　武田鉄矢著
　女の目線　　　　　　　平松　伴子　著
　辛会日言己に二書1†なカ・った一日

　　　　　　　　飯島　早苗著
　森繁の重役読本　　向田邦子著
　やまびこ129号逆転の不在証明（アリベイ）

　　　　　　　　大谷羊太郎　著
　　嘩子　，レ　莞、　必　窒⑳
　ひかりの素足　　　　　宮沢　賢治　作
　お・となになれなかった弟たちに…

　　　　　　　　米倉斉加年　作
　七A、めのいとこ　　安藤美紀夫著
　　あカ・いなカ∫1つ　　　　　　　与村’　葦子　　f乍

　奇跡tTF子卜一ラン
　　　　　リ）タプiスコ’1ソン　著
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■

⑧
一
1　法人の届出は　　　　l
i　　　お済みですか！　1

…　市内に会社を設立レたり、支社曇

i　l店）、営業所等を開設した法人で、i

書まだ届出をしていない法人は、次の曇

…書類を税務課まで提出してください。雪

1　届出の期間は、設立、開設後2か1

≡月以内ですのでよろしくお願いいた妻

妻します。　　　　　　　　　｝

iO提出書類　　　　　　1
葦　法人等の設立・事業所等設置届と雪

i会社の定款・登記簿謄本各1部　　1

喜　詳しくは、税務課市民税係智25一多

i2111（内線）142までお問い合わせく1

雲ださい。　　　　　　　　　雪

平成3年工業統計調査に

ご協力ください

i　納税相談夜間窓ロ　　l

i　税金が未納になっている方や経済l

l的理由等により納付が困難な方で、l

i日中時間のとれない方は、夜間窓口l

lをご利用ください。　　　　　　　1

葦　今月は下記日程で開設いたしますξ

言○日時12月5日休）、16日（月）、25日（水）…

…　　　　　午後5時～午後8時　　…

…○場所・問い合わせ先　　　　　　言
1　市税務課奮25－21！1（内線）141、144、1451

家屋調査に

ご協力を！

　工業統計調査は、明治42年に始め

られた伝統ある調査で、大正9年か

らは毎年継続して行っています。

　また、本調査は昭和22年には、統

計法の施行に伴い指定統計調査（指

定統計第10号）に指定されるなど、

我が国の統計調査のうちでは重要な

調査の一つです。

本調査は、我が国の製造業の事業

所を対象として、その実態を明らか

にし、国や都道府県の施策立案をは

じめ、民間企業や大学などにおいて

も幅広く利用されています。

調査票は調査員が配付いたします

ので、平成3年12月31日現在でご記

入ください。調査票を本調査以外に

利用することは絶対にありませんの

で、ありのままをご記入ください。

　自石市企画財政課統計係

　　費25－2111（内線）362

〔家屋の新築、増改築をされた方〕

現在、来年度から新しく固定資産

税の対象となる家屋の調査をしてい

ます。対象は、平成3年1月2日か

ら平成4年1月1日までに新築、増

改築が完成する家屋です。

係から調査の連絡がありましたら、

ご協力ください。

〔家屋の取り壊しをされた方〕

お済みですか？「家屋の取壊届」

今年の1月2日以降に、全部又は

一部を取り壊した家屋は、来年度よ

り固定資産税の対象外となります。

早目に「家屋取壊届」を提出してく

ださい。

届出用紙は窓口にありますので、

印鑑をご持参のうえ、ご来庁くださ

いo

O問い合わせ先
市税務課固定資産税係智25－2！11

（内線）146～148

…☆1月6日は、固定資産税（第4期）、…

1　国民健康保険税（第7期）の納期ξ

茎　限です。お忘れなく！γ　　　　　雪

ご存じですか？

1　口座振替をご利用の方は、預金残l

i高をご確認ください。　　　　　　1

医薬品副作用被害救済制度

医薬品を適正に使用したにもかか

わらず副作用による健康被害1入院

を必要とする程度の疾病又は障害、

死亡）が発生した場合に、医療費、

医療手当、障害年金、障害児養育年

金、遺族年金、遺族一時金及び葬祭

料の諸給付を行い、これによン）健康

擁害者の救済を図ろうとするのが、

この救済制度です。

制度のしくみを解説したパンフレ

ット及び請求用紙を無料でお送りし

ますので、下記あてに申し込みくだ

さい。

〒170　東京都豊島区東池袋3－

　1－1サンシャイン6026階
医薬品副作用被害救済・研究振興

基金総務部企画課相談係

　2監03－3988－2101

　　　　ピン抜きセンター

たばこは

市内で買いましょう

＼

○開設期間

12月1日、　8日、15日、22日

○場　所　白石健康センター

○受付場所　午前9時～正午

○料金無料
○タイヤ規格

小型自動車及び軽自動車タイヤま

で（大型自動車、特殊車を除く〉

○その他

●タイヤはきれいにしてホイル付

　のままお持ちください。

●ピン抜き機も貸出していますの

　でご利用ください。

●白石市在住の方に限ります。

○間い合わせ先

白石市保健衛生課費25－2111

　　　　　　　1内線）603

12★年賀状はお早めにく郵便局から＞12／5から12／25まで年賀オ犬配達の取。」扱いをします・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お早めにお出しください。

　　　午前11時から
○会　場　白石蔵王・｛レスホテ1し

○会　費　3，000円

Q申込込み　12月16日（月ぽで（名簿

作成のため厳守）市長公室讐25一

絡戸恥・会費を添えてお申し込み1

ださい。

なお、申込用紙は、各自治会’ご

とに回覧しますのでご利用1ださ
1。嵩、、

宮城陸運支局からの

お願い

老人保健法

一部改正について

自動車検査証の書き替え

廃車等の手続きはお早めに！

　例年自動車の検査登録手続き（名

義変更、住所変更、廃車等1を申請

される方が3肩下旬に集中してお汐）

ます。そのため、窓口が大変混み合

い5日寺間以上お侍ちいただく糸吉果と

なっています。ぜひ、3月中旬まで

の早い時期に申請されますようお願

いします。

○受付時間

平日8時45分～12時
　　　13日寺～16日寺

土匹蓬日　　8日寺45分～11日寺3‘）分

　、第2・4土曜日は閉庁

○問い合わせ先

東北運輸局宮城陸運支局登録課

　曹022－235－2511

　　＿＿纂』ト～

論譲謹縫．

○一部負担金の改正

久
口

場
一
一
1
7
、

・
干

7
、
院 ㌧”昌合

現　行

1ケ月800円

1日　41）o円

平成4年1肩

900円

61）O円

児童手当の手続きは

お済みですか？

70歳になったら老人医療の手続きを！
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無料特設人権相談所を

開設します

定例相談のほかに、第43回へ権週

問の行事として「無料特設へ権相談

戸斤」　を開言貴します。どんなことでも

お気軽にご相談・1ださい。相談内容

はすべて秘密が守られています。

O日時12月4日㈲、5日〔木）

　　　1（1時～15時

○場　所　白石市役所第3会議室

○相談員　法務局職員

　　　白石市へ権擁護委員

1年末年始の診療予定について
ノ

1　公立刈田綜合病院の年末年始の診

雑予定は次のとおり貧。ただし、

1午前中のみの診療となります。
2

　　　　　　　甲rモ況　年　　　　曜日　　目日　　　　　　　　　　撃OI

10月27日、白石蔵王パレスホテル

を会場に行われました臼石ライオン

ズクラブ30周年記念事業において、

白石ライオ・ズクラブから白石市社

会福祉事務所へ、ホームヘルバー家

庭訪問用として、軽自動車（660cc〉

1台とバイク15〔鴫）2台を寄贈いた

だきました。

紙上よりお礼申しあげます。

広報しろいし1（）月号、！1月号でお

知らせ1、ま1、た児童手当法の改正に

より，平成4年1月から1A、目の子

、どもから児童手当が支給されます，，

平成3年1月2日以僕生まれの1
へ目の、、子さ，紀を養育して’hる方で、

まだ手・庵きか済！～でいない方は，12

月27日まてに市役所市民課で手読き

♪　l　r一戸　　つびン
と1一．，一：oいo

言1耗剛は、市民評豊2疑1111内線｝

！1弥　］斑・わ問いゴわせ　たさh「
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　診療時間の予約制度　　1
　　　　　　　　　　7診療待ち時問の短縮と駐車場の混1

雑解消対策のひとつとして「診康時1

間の予約制度」を検討中です。そこ1

で、平成4年2月中旬から試行とし1

て「内科畠原」のみ予約制度を実施1

します。　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　ノ詳し1は、1月の再診療のとき、1

内科岨当医師にご儲躍さし㌔1

また、広報1月号と同時に各戸に1

「公立刈田綜台病院診療案内」をお1

届けしま筋でこ覧たさい．　1

※この制度は「再診予約制度」のた1

め電話での予約は行いませんので1

ご了承ください。　　　　　　1

　　　　　　　　　　　ン
　　　　　　　　　　　イ
公立メ臓綜合病院齪5－2術1

　　　　　　　　　　　’
翌8



　ム議膿1藝鞭榛
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　12月1日　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　で　内科広瀬医院丘25－02381
　　　　　　　　　　だ　外科測田病院費25－21451
蔭　　　　　　　　　　　　歯科富岡歯科医院a瓢一4362η
　12月8日　　　　　　　　　婁
　　　　　　　　　　ト1　　内科　三浦ケリニ’ケ　a25－6854　1

　外科朝倉医院a25－2101薯
　　　　　　　　　　奪　歯科　村上歯科医院　費26－2678　鋪

　12月15日

　内科　海　上　医　院　a25－1501　翼

　外科銭谷医院費25－20101
　歯科　真壁歯科医院　a32－3122　垂

　12月22日　　　　　　　　　藝
　内科水野内科7r－a25－2736！

　外科宮城医院a25－2〔）62辱
　歯科　三沢歯科ヤリニ汐　台26－2518

12月23日　　　　　　　　　警1
　内科柿崎医院盈25－221∩塾
　　　　　　　　　　頃　外科加藤げ」医院費26－2653　、
　歯科水野歯科医院a26－241）11

12月29日　　　　　　　碁
　内科亘理医院費25－85（111

灘輪躊套ll二麟
　1月，目　　　　　　　　　ポ　内科海上医院a25－1駒）11

1市内の交通事故li
「 　　一一一［一　　一㎜　　一一「』
1　10／16～11／15（　）は累計　　！

　年末年始の交通事故防止運動

！◎運動の重点
「〔U酒飲み運転、スピード違反等無謀運転の追放1

区2）歩行意自転車利用者の正しい通行の確保　I

i〔3）積雪、凍結時の滑走事故防止

H＿＿＿＿一

一今月の土曜閉庁日は、憐日と28日です一

盤月の憲鯛鞭
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場　　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
自石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
電話相談にも応じます盈

9：00～

17：00
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談
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季
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役
年

市
　
ン

石
少

白
青
セ

談縫
内 容

市行政に対する質問、要
望等について、川井市長
が直接相談に応じます。
〔代理の場合もあります）

結婚、離婚、遺産相続、

借地借家、雇用、差別待
遇問題等

国や県、市など役所の行
う仕事について困ってい

ることや希望等

市民の日常生活上の困り
ごと

健康保険、船員保険、厚
生年金など

相続や贈与、土地売買に
関する税金、法人の税金
などの相談

買物苦情、消費生活一般

補聴器の修理、調整など

法律にっいての困りごと

身体障害者精神薄弱者の
生活、職業、結婚等

25－2111（内線〉35！

子供の教育上の相談

…繭一今月の表紙一撚生きる⑳r）

　　　　（505件）
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　　昔はたいていの家庭で作っていた
鰐　　カルメ焼き。今では製品を見かける

　　ことも少なくなりました。そのカル
號　メ焼きを40年間作っている名人が西

　　村耕三さんぐ73・南町）です。
　”　　「商売でないので、近所の好きな

　　方に差し上げる程度に焼きます。こ

　　の味を知っている人が少なくなるこ

　　とは残念です。作りたい方は喜んで
　　お教えしますよ」と話す西村さん。

　　家族で焼く楽しみ、出来あがる楽し

　　みを、いつまでも残したいと思うこ

　　のごろです。

護、
，童．ξ畠一

・’節’幽ザ

物損件数

36件
（427件）

と
数
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現

ロ
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人
世
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四
42，437人
（十39人）

　　　冒

20，808人
（十34人〉

　し　響

21，629人
（十5人）

一
12，074世帯

（十19世帯）

（　）内は対前月比
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